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問題編　二つの気持ちを書く

全3問

名前 日付 得点 1 / 2

問1問1

　妹が初めて自転車に乗れた日、父はずっと後ろを走っていた。転びそうになるたび、手を出しかけては引

っこめる。妹が遠くまで進んでも、父はその場から動かなかった。ぼくは玄関の前で、それを見ていた。

問問 傍線部「それを見ていた」のときの「ぼく」の気持ちを、五十字以内で説明しなさい。

50字以内 一マス一字

ヒント　「玄関の前で見ている」という距離に注目します。近づかない理由を考えてください。

問2問2

　卒業式の日、たくみは仲の良かった友人と写真を撮った。四月からは別々の中学に通う。「またな」と友

人は言って、自転車に乗って帰っていった。たくみは手を振り返したが、その手をなかなか下ろせなかった

。

問問 傍線部「その手をなかなか下ろせなかった」のときのたくみの気持ちを、五十字以内で説明しなさい。

50字以内 一マス一字

ヒント　「手を下ろせない」のは別れがたいからです。ただし進学への気持ちもあります。
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問3問3

　姉が留学から帰ってきた。空港で見た姉は、少し日に焼けていた。家に着くと、姉は買ってきた土産を家

族に配った。ぼくの分だけ、他より大きな箱だった。ぼくは箱を開けずに、自分の部屋へ持って上がった。

問問 傍線部「自分の部屋へ持って上がった」のときの「ぼく」の気持ちを、五十字以内で説明しなさい。

50字以内 一マス一字

ヒント　「箱を開けずに」部屋へ行った理由を考えます。人前で開けたくない気持ちです。
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